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内部統制勉強会
～内部統制に対しXMLはどのように活かせるか ～

株式会社 ＮＴＴデータ

梅田 伸明

2007.05.15
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勉強会設立の背景と活動目的

会社法の施行、J-SOX（金融商品取引法）の成立により内部
統制の実現が注目されており、また、そのITによる実現手法に
も関心が集まっている。
内部統制自体はXMLによって実現されるものではないが、そ
の実現手法の中でXMLを活用することにより、効果的に内部統
制を実現できる可能性が秘められていると考える。

内部統制実現の中でのXML技術適用可能性を検討する

→ 昨年12月1日に第1回勉強会を開始
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これまでの活動経緯

第1回：内部統制に関するオーバービュー
内部統制を支援するITシステム「BPMS」と関連XML技術の紹介

第2回：CONTROL2006取り組み紹介（日本オラクル、ディサークル）
参加メンバの内部統制勉強会に対する思いの意識合わせ

第3回：内部統制タクソノミの紹介（富士通）
（XMLを活用した理想的な内部統制実現方式の検討）

第4回：内部統制におけるITの利用領域の明確化（１）
第5回：内部統制におけるITの利用領域の明確化（２）
第6回：内部統制におけるITの利用領域の明確化（３）
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内部統制勉強会の検討スコープ
当面の内部統制対応は、まずはJ-SOXという現実的な法律対
応が優先され、法律の条件をクリアする最低限の実施内容を
ターゲットとして進められる場合が大半と想定される。
→ J-SOX対応そのものは、本勉強会のスコープとはしない

J-SOXがある程度定着した2009年ごろから2つ目の波が来るこ
とが予想され、本来内部統制として必要な内容を効率的に実
現するための検討が進むであろう。
→ あるべき内部統制への対応をスコープとする

内部統制の目的の一つである業務の効率化を実現するために
は、BPMやシステム間連携など業務の効率化やコストの削減
につなげる方法が重要であり、これをスコープの中心とする。
また、これがしたいからXMLを使うという観点での検討とする。
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XML利用可能性の観点
XML適用可能性の観点を整理すると、概ね以下のポイントと考え
られる。
ビジネスプロセスや内部統制の実現に関するツール間をXML
を利用して連携させることにより、各作業プロセスや対策毎の
個別対応ではなく、作業プロセスや対策を連携して実現する。
文書化3点セット（リスクコントロールマトリクス（RCM）、業務フ
ロー、業務記述書）のXMLでのテンプレートを用意する。ただし、
大企業向け、中小企業向けなどセグメンテーションを意識する
必要あり。
RCM作成時に、リスクに関するナレッジベースをXMLを活用し
て組み合わせることにより、リスク抽出漏れの削減、および作
業の効率化を実現する。
XMLのワンデータ・マルチセマンティクスの特徴を活用して、コ
ンプライアンスの観点で必要となる様々な対応の際に、同種の
作業を重複して実施しなくてもすむようにする。
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内部統制に利用可能なXML関連標準

XML関連標準
戦略・目標 【OMG】BMM（Business Motivation Model）
組織 【OMG】OSM（Organization Structure Metamodel）
ビジネスプロセス 【OMG】BPDM（Business Process Definition Metamodel）
ビジネスルール 【OMG】SVBR（Semantics of Business Vocabulary and Business Rules）
データ 【OMG】IMM（Information Management Metamodel）

ビジネスプロセス実行
（BPMS）

【OASIS】WS-BPEL（Web Services Business Process Execution Language）
【WfMC】XPDL（XML Process Definition Language）
【OMG】BPRI（Business Process Runtime Interface）？

ビジネスルール実行
（BRMS) 【OMG】PRR（Production Rule Representation）

ビジネスサービス
（Webサービス）

【W3C】WSDL（Web Services Description Language）
・・・

内部統制モニタリング

KPI監視（BAM）
・リスク評価
・統制活動モニタリング
・アラート通知

【OMG】BPRI（Business Process Runtime Interface）？

内部統制活動
（ITでの実行）

内部統制の可視化

項目
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理想と現実のギャップ

XMLの適用できそうな観点としてはそう思えるし、使えそ
うな標準もある、だけど。。。具体的にはどうするの？

すべてがXML化されている理想的な環境でないと意味
がないのでは？現実の対応はもっと泥臭いところから
始まるし、そこから理想論までのステップが見えない。

内部統制を実現するということはどういうことで、その中
でどこにITが利用できるかをもう一度整理することから
始める必要がある。
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COSOモデル

内部統制のためのフレームワーク
内部統制の目的

内部統制の
組織単位

内
部
統
制
の
構
成
要
素

統制環境

リスク評価

統制活動

情報と伝達

モニタリング（監視活動）

業
務
の
有
効
性
と
効
率
性

財
務
報
告
の
信
頼
性

関
連
法
規
の
遵
守

事
業
単
位
Ａ

事
業
単
位
Ｂ

活
動
1

活
動
2

事業体に属する人々の誠実
性・倫理的価値観・能力、経
営者の哲学・行動様式など

目的の達成に影響を与える
リスクを識別・分析すること

経営者の指示が適切に実
行されているとの保証を与
えるのに役立つ方針と手続

必要な情報が組織や関係
者相互間に、適切に伝えら
れることを確保すること

内部統制の有効性を継続的
に監視及び評価するプロセ
ス
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内部統制ができていない例

統制環境

リスク評価

統制活動

情報と伝達

モニタリング（監視活動）

業
務

財
務
報
告

法
規
遵
守

事
業
単
位
Ａ

事
業
単
位
Ｂ

活
動
1

活
動
2

法令遵守を含む行動規範等が確立されていない、あ
るいは、行動規範が存在したとしても、経営者自らに
よる率先垂範と従業員への周知徹底が不足している。

企業価値に影響を与える広範なリスクを特定できてい
ない、あるいは、リスクを認識しても、それに対応する
ための仕組みを社内に構築できていない。

職務権限に関し、範囲が明確でない、あるいは、適切
な牽制が機能していない。このため、特定の従業員が
広範な権限や裁量を有している。

通常の業務上の経路以外の情報伝達ルートが存在
せず、問題意識を経営者まで伝えることができない。
本来、社内で自浄作用を働かせるべき行為が、社外
への告発というかたちで、初めて対処・是正される。

必要な専門性を有し、通常の業務執行部門から独立
した内部監査機能が存在しない。あるいは、体制の不
備や能力不足、内部監査の重要性への認識の低さ
等から、その機能が十分に発揮されていない。

事故等が発生した場合の社内及び社外への情報伝
達経路が確立していない。
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文書3点セットとは？
内部統制の有効性評価の対象となる業務プロセスを把握・整理する
為に、業務プロセスの概要について図表を用いて整理・記録した文書

内部統制の有効性評価の対象となる業務プロセスを把握・整理する
為に、業務プロセスの概要について図表を用いて整理・記録した文書

②．フローチャート
（FLC）

①．業務記述書
（DOC）

③．リスクコントロール
マトリックス
（RCM）

有効性評価の対象とな
る業務プロセス及び，処
理概要等に関して記述
した文書．

業務記述書に記述され
たプロセスの詳細をフロー
チャートで記述したもの．

フローチャートで記載さ
れた業務フローで発生し
うるリスクに対する対策を
記述した表． ●●●●

●●●●

●●●●

フローチャート

表

文書＋図
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内部統制におけるITの位置付け

IT全般統制

業務プロセスに
係る内部統制

業務プロセス

ITによる
業務統制

業務プロセス
（ＩＴシステム）

ITによる
業務統制

経営管理

内部統制支援IT機能

全社的内部統制

業務プロセスに
係る内部統制

全社レベル統制

CEOやCFOなど経
営陣による統制

プロセスレベル統制

プロセスの責任者に
よる統制
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ITに関する統制の種類

共有サービス
OS/データ/通信/継続性/ネットワーク

財
務

業
務
プ
ロ
セ
ス

製
造

業
務
プ
ロ
セ
ス

流
通

業
務
プ
ロ
セ
ス

そ
の
他

業
務
プ
ロ
セ
ス

経営管理

IT全般統制
信頼の置ける動作環境の提
供や、業務統制の効果的な
動作をサポートする、ITプロ
セス内に組み込まれた統制

IT全般統制
信頼の置ける動作環境の提
供や、業務統制の効果的な
動作をサポートする、ITプロ
セス内に組み込まれた統制

全社レベルの統制
全社レベルの統制は組織の
気風を決定する。ITによる全
社レベルの統制は、企業の全
統制環境の一部分である。

全社レベルの統制
全社レベルの統制は組織の
気風を決定する。ITによる全
社レベルの統制は、企業の全
統制環境の一部分である。

・戦略と計画
・ポリシーと手続き
・リスク評価活動
・教育
・品質保証
・内部監査 ・プログラム開発

・プログラム変更
・プログラムとデータへのアクセス
・コンピュータオペレーション

アプリケーション統制
業務プロセスのアプリケー
ションに組み込まれた統制

アプリケーション統制
業務プロセスのアプリケー
ションに組み込まれた統制

・網羅性
・正確性
・実在性/承認
・表示/公開

IT CONTROL OBJECTIVES FOR SARBANES-OXLEY, 2ND EDITIONをもとに作成
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全体の関連と検討ステップを整理

内部統制システム
（仕組み）

内部統制支援
ITシステム

内部統制とは？

現実の情報システム

XMLによる
接点を検討

ゴール指向
分析によって
明確化

ITによる対応
１．
２．
３．

・
・
・

ITシステムとの係り

内部統制におけるITの利用領域の明確化
→ 現在、ステップ１、２を実施中

ステップ１

ステップ２

ステップ３

ステップ４
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COSOモデルを用いた内部統制のゴールモデル分析

【統制環境】
事業体に属する
人々の誠実性・
倫理的価値観・
能力、経営者の
哲学・行動様式な
どが統制されて
いる

【統制環境】
事業体に属する
人々の誠実性・
倫理的価値観・
能力、経営者の
哲学・行動様式な
どが統制されて
いる

【リスク評価】
目的の達成に影
響を与えるリスク
が識別・分析され
ている

【リスク評価】
目的の達成に影
響を与えるリスク
が識別・分析され
ている

【統制活動】
「経営者の指示
が適切に実行さ
れている」との保
証を与えるのに
役立つ方針と手
続きが整えられ
ている

【統制活動】
「経営者の指示
が適切に実行さ
れている」との保
証を与えるのに
役立つ方針と手
続きが整えられ
ている

【情報と伝達】
必要な情報が組織や
関係者相互間に、適
切に伝えられている

【情報と伝達】
必要な情報が組織や
関係者相互間に、適
切に伝えられている

【モニタリング】
内部統制の有効性
を継続的にモニタリ
ングし、評価するプ
ロセスが整えられて
いる

【モニタリング】
内部統制の有効性
を継続的にモニタリ
ングし、評価するプ
ロセスが整えられて
いる

AND

【企業】

【目的】内部統制を行う

【方法】内部統制システムに従う

法令に遵守する(want)法令に遵守する(want)業務を効率的に行う（want）業務を効率的に行う（want） 財務報告に誤りをなくす（want）財務報告に誤りをなくす（want） その他(want)

最高経営者
（代表取締役）

COSOモデルがカバーする範囲

ANDANDAND

＜凡例＞
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統制の目的
が明確であ
る

統制の目的
が明確であ
る

『事業体レベル目的』
と『活動レベル目的』
が分類されている

『事業体レベル目的』
と『活動レベル目的』
が分類されている

「リスク評価」のゴールモデル分析

リスクによる
影響が見積
られている

リスクによる
影響が見積
られている

リスクが発
生する可能
性が評価さ
れている

リスクが発
生する可能
性が評価さ
れている

『事業体レベル』
に影響を及ぼす
事象を、モニタリ
ングする仕組み
が存在する

『事業体レベル』
に影響を及ぼす
事象を、モニタリ
ングする仕組み
が存在する

『活動レベル』
に影響を及ぼ
す事象を、モニ
タリングする仕
組みが存在する

『活動レベル』
に影響を及ぼ
す事象を、モニ
タリングする仕
組みが存在する

リスクが識別
されている

リスクが識別
されている

『業務目的』が
決まっている

『業務目的』が
決まっている

『財務報告目的』
が決まっている

『財務報告目的』
が決まっている

『法令遵守目的』
が決まっている

『法令遵守目的』
が決まっている

AND

COSOモデルより抜粋
したサブゴール

COSOモデルより抜粋
したサブゴール

他の構成要素と関係が
あるサブゴール

＜凡例＞

環境変化に
応じてリスク
の見直しを
行っている

環境変化に
応じてリスク
の見直しを
行っている

リスク管理
に必要とな
る活動が定
義されてい
る

リスク管理
に必要とな
る活動が定
義されてい
る

目的の達成に影響を与える
リスクが識別・分析されている

目的の達成に影響を与える
リスクが識別・分析されている

AND

OR
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最高経営陣に
より、経営活動
がマネジメント
されている

最高経営陣に
より、経営活動
がマネジメント
されている

全般統制全般統制 アプリケーション
コントロール

アプリケーション
コントロール

「統制活動」のゴールモデル分析

職能や活動を管理
する部長により、事
業がマネジメントさ
れている

職能や活動を管理
する部長により、事
業がマネジメントさ
れている

情報システムの
正確性、完全性
が確保されてい
る

情報システムの
正確性、完全性
が確保されてい
る

在庫、有価証券
などの資産が管
理されている

在庫、有価証券
などの資産が管
理されている

業務指標（データ）
の関連付けが行
われている

業務指標（データ）
の関連付けが行
われている

職務、責務が
分離されてい
る

職務、責務が
分離されてい
る

・・・・

リスク対処に必要な経営者
の指示が実行されている

リスク対処に必要な経営者
の指示が実行されている

リスク評価で得られた結果
に従い、統制活動が
行われている

リスク評価で得られた結果
に従い、統制活動が
行われている

マネジメントプロセスの
中に統制活動が組み込
まれている

マネジメントプロセスの
中に統制活動が組み込
まれている

方針と手続きが
明確にされている

方針と手続きが
明確にされている

・予防的統制
・発見的統制
・手作業による統制
・コンピュータによる統制
・経営管理者による統制

AND

具体例

AND

COSOモデルより抜粋
したサブゴール

COSOモデルより抜粋
したサブゴール

他の構成要素と関係が
あるサブゴール

＜凡例＞
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「情報と伝達」のゴールモデル分析

情報を伝える相
手が特定されて
いる

情報を伝える相
手が特定されて
いる

情報が適切に
選別されている

情報が適切に
選別されている

適切な情報が入手されている
（内部情報、外部情報）

適切な情報が入手されている
（内部情報、外部情報）

・最高経営者
・経営者
・従業員
・ステークホルダ
・組織内の部門

・経営者に伝達する情報
（業績報告書）
・社外に向けて伝達する情報
（内部統制報告書、倫理
基準など）
・従業員に伝達する情報
（職務、統制責任、複数
組織に関係する情報など）

AND

AND

情報が適切に伝わっている情報が適切に伝わっている

＜縦方向への伝達＞
・最高経営者と経営者間
・経営者と従業員間
＜横方向への伝達＞
・事業体とステークホルダ間
・組織内の部門間

情報を伝達する
チャネルが確立
されている

情報を伝達する
チャネルが確立
されている

AND

必要な情報が組織や関係者
相互間に適切に伝わっている

必要な情報が組織や関係者
相互間に適切に伝わっている

情報を伝達する
チャネルが確立
されている

情報を伝達する
チャネルが確立
されている

適切な情報を収
集している

適切な情報を収
集している

COSOモデルより抜粋
したサブゴール

COSOモデルより抜粋
したサブゴール

他の構成要素と関係が
あるサブゴール

＜凡例＞
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評価の範
囲、頻度
が明確に
なっている

日常的評価が行われている

AND

「モニタリング」のゴールモデル分析

独立的評価が行われている

評価方法
が定義さ
れている

評価者が
決められ
ている

報告の粒
度が決め
られてい
る

【統制環境】【統制環境】 【リスク評価】【リスク評価】 【統制活動】【統制活動】 【情報と伝達】【情報と伝達】

評価結果の
報告、適切
な措置がさ
れている

評価
の範
囲、
頻度
が明
確に
なっ
てい
る

評価
方法
が定
義さ
れて
いる

評価
者が
決め
られ
てい
る

報告
の粒
度が
決め
られ
てい
る

【リスク評価】【リスク評価】 【統制活動】【統制活動】

AND AND

内部統制の有効性を継続的に監視、
評価するプロセスが整備されている

ANDAND

評価結果
が報告さ
れている

COSOモデルより抜粋
したサブゴール

COSOモデルより抜粋
したサブゴール

他の構成要素と関係が
あるサブゴール

＜凡例＞
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統制活動

統制活動の実施 ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄとの融合 方針の明確化

情報システムの完全性在庫管理 業務指標

【統制活動】

【統制環境】

リスク評価

目的の明確化 リスク管理活動定義

【リスク評価】

リスクの識別 リスクの影響リスク発生の可能性 環境変化への対応

ＩＴ化できそうなサブタスク
＜凡例＞

構成要素間を跨いだ関係

各構成要素と日常的評価の関係

各構成要素と独立的評価の関係

情報と伝達

情報収集

【情報と伝達】

情報伝達

モニタリング

独立的評価 日常的評価

評価結果の報告・反映

【モニタリング】

評価結果の報告

COSOモデルの構成要素間の関連性

経営戦略
最高経営者
（代表取締役）
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統制活動

統制活動の実施 ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄとの融合 方針の明確化

情報システムの完全性在庫管理 業務指標

【統制活動】

【統制環境】

リスク評価

目的の明確化 リスク管理活動定義

【リスク評価】

リスクの識別 リスクの影響リスク発生の可能性 環境変化への対応

ＩＴ化できそうなサブタスク
＜凡例＞

構成要素間を跨いだ関係

各構成要素と日常的評価の関係

各構成要素と独立的評価の関係

情報と伝達

情報収集

【情報と伝達】

情報伝達

モニタリング

独立的評価 日常的評価

評価結果の報告・反映

【モニタリング】

評価結果の報告

経営戦略
最高経営者
（代表取締役）

環境変化の
検知の自動化

環境変化の
検知の自動化

統制活動の
自動化

統制活動の
自動化

日常的評価の
自動化

日常的評価の
自動化

情報収集の
自動化

情報収集の
自動化

ITによる対応が可能な内容

イントラネットによる
内部での情報伝達、
インターネットによる
外部への情報伝達

イントラネットによる
内部での情報伝達、
インターネットによる
外部への情報伝達
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今後の進め方

内部統制システム
（仕組み）

内部統制支援
ITシステム

内部統制とは？

現実の情報システム

XMLによる
接点を検討

ゴール指向
分析によって
明確化

ITによる対応
１．
２．
３．

・・
・

ITシステムとの係り

皆様（特に、内部統制構築を実施されている方や困っている方、BPM・
会計処理・監査に詳しい方）のご参加をお待ちしております。

・ステップ１~３は勉強会として実施
・ステップ４は部会として進めることを検討

ステップ１

ステップ２

ステップ３

ステップ４


